
　

半
世
紀
以
上
に
わ
た
っ
て
東
洋
経
済
を
愛
読
し
、
前
世

紀
以
来
経
済
倶
楽
部
に
通
い
詰
め
て
い
る
が
、
唯
一
の
不

満
は
、
近
年
、
高
橋
亀
吉
に
つ
い
て
語
ら
れ
る
機
会
が
少

な
い
こ
と
で
あ
る
。

　

か
つ
て
の
東
洋
経
済
を
牽
引
し
た
二
本
柱
の
ひ
と
り
石

橋
湛
山
は
、
立
派
な
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
だ
っ
た
。
私
も
、
敗

戦
直
後
に
書
か
れ
た
社
論
「
更
生
日
本
の
前
途
は
洋
々
」

を
、
日
経
新
聞
・
コ
ラ
ム
欄
へ
の
寄
稿
で
引
用
し
た
こ
と

が
あ
る
。
そ
の
後
転
じ
て
、
戦
後
混
乱
期
の
首
相
を
務
め

た
偉
人
で
あ
る
。

　

で
は
、
も
う
ひ
と
つ
の
柱
、
わ
が
国
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
界

の
先
駆
者
高
橋
亀
吉
（
１
８
９
１
―
１
９
７
７
年
）
は
ど

ん
な
人
だ
っ
た
の
か
。
生
ま
れ
は
、
山
口
県
徳
山
村
（
現

周
南
市
）
の
船
大
工
の
家
。　

歳
で
社
会
人
と
な
り
袋
物

１５

問
屋
や
在
朝
鮮
貿
易
商
で
働
き
な
が
ら
独
学
。
早
稲
田
大

学
の
商
科
卒
業
後
、
東
洋
経
済
新
報
社
編
集
長
を
経
て
経

済
史
の
研
究
家
、
評
論
家
と
し
て
独
立
。
戦
後
も
、
市
井

の
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
と
し
て
活
躍
し
、
生
涯
現
役
を
貫
い
た
。

「
日
本
近
代
経
済
形
成
史
」「
日
本
近
代
経
済
発
達
史
」
は

　

歳
か
ら　

歳
の
間
に
書
か
れ
て
い
る
。

７８

８３

　

金
森
久
雄
氏
は
、
高
橋
経
済
学
の
優
れ
た
と
こ
ろ
を
次

の
よ
う
に
列
挙
し
て
い
る
。
①
船
大
工
の
血
筋
の
せ
い
か

１５２

会

員

の

広

場

讃
・
高
橋
亀
吉

松
下　

滋
（
東
京
）

職
人
気
質
で
現
実
を
直
視
し
、
具
体
的
な
デ
ー
タ
か
ら
経

済
史
を
書
い
た　
②
歴
史
研
究
の
仕
方
が
斬
新
で
包
括
的

で
あ
り
、
経
済
発
展
の
要
因
を
経
営
者
、
労
働
力
、
天
然

資
源
、
資
本
蓄
積
の
角
度
か
ら
扱
っ
た　
③
優
れ
た
理
論

は
積
極
的
に
活
用
し
、
購
買
力
平
価
説
か
ら
旧
平
価
復
帰

論
に
反
対
、
早
期
に
ケ
イ
ン
ズ
論
文
に
着
目
し
て
い
た　

④
歴
史
に
引
き
ず
ら
れ
ず
、
経
済
は
変
化
し
な
が
ら
発
展

す
る
と
い
う
ビ
ジ
ョ
ン
を
持
ち
続
け
た
。

　

こ
ん
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
も
あ
る
。
太
平
洋
戦
争
開
戦
後
ま

も
な
く
、
戦
後
経
済
の
研
究
を
有
沢
広
巳
氏
（
治
安
維
持

法
違
反
容
疑
で
東
大
休
職
中
）
に
依
頼
し
て
い
る
。「
勝

つ
に
し
ろ
負
け
る
に
し
ろ
戦
後
は
相
当
な
混
乱
が
予
想
さ

れ
る
。
そ
れ
を
誰
か
が
考
え
用
意
し
て
お
か
な
け
れ
ば
」

と
「
新
橋
近
く
の
高
橋
経
済
研
究
所
の
中
に
専
用
の
個
室

と
沢
山
の
書
物
を
用
意
し
て
く
れ
た
」（
有
沢
広
巳
回
顧

談
）。
つ
ね
に
先
を
見
て
い
た
。

　

国
際
政
治
学
者
高
坂
正
堯
氏
は
高
橋
の
「
大
正
昭
和
財

界
変
動
史
」
は
必
読
の
書
と
言
っ
て
い
た
が
、
こ
の
人
の

凄
い
と
こ
ろ
は
、
代
表
的
な
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
た
ち
が
、
そ

ろ
っ
て
高
く
評
価
し
て
い
た
こ
と
だ
。
高
度
成
長
論
者
下

村
治
氏
は
、
最
も
尊
敬
す
る
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
は
と
問
わ
れ

て
「
世
界
で
は
英
国
の
ロ
イ
・
ハ
ロ
ッ
ド
、
日
本
で
は
高

橋
亀
吉
」
と
明
言
し
て
い
た
。
弟
分
の
成
長
論
者
金
森
久

雄
氏
は
「
世
界
に
誇
る
大
経
済
学
者
」
と
敬
意
を
払
い
続

け
た
。
日
銀
の
安
定
成
長
論
者
・
当
倶
楽
部
の
評
議
員
だ

っ
た
義
父
・
吉
野
俊
彦
は
、
金
融
政
策
を
め
ぐ
っ
て
し
ば

し
ば
激
し
く
や
り
合
っ
た
が
、
歴
史
的
ア
プ
ロ
ー
チ
を
も

と
に
現
状
分
析
し
政
策
提
言
す
る
、　

歳
年
長
の
真
摯
な

２４

姿
を
敬
愛
の
念
を
込
め
て
見
つ
め
て
い
た
。

　

高
橋
の
魅
力
は
、
多
角
的
、
複
合
的
な
能
力
に
あ
る
。

Ｖ
Ｕ
Ｃ
Ａ
〜
変
動
、
不
確
実
、
複
雑
、
曖
昧
〜
の
時
代
を

解
析
し
展
望
す
る
に
あ
た
っ
て
、
学
ぶ
べ
き
こ
と
は
多
い
。

１５３　経済倶楽部講演録―２０２４．３


